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はじめに
本ドキュメントは、ロジツクによる
ロジックの新規作成手順を解説した解説書です。



1.ロジック名を入力
1）ロジック名を入力します。
　 この解説書では、仮に「ドル円」と名前をつけました。
　　
　 チェックボックスに✔がついていると、「資金管理」へもロジック登録
　 ✔を外すと、「資金管理」へは登録されず、ロジックのみの登録となります。
　 この解説では、✔を付けたままにしておきます。



2）注文条件を選択します。
　 この解説書では、仮に
　 右の条件を入力しました。　　　

→この設定で、08:00をエントリー時刻として指定する、という意味になります。   

2.注文条件の選択
取引銘柄「USDJPY」
取引サイズ「0.1lot」
スプレッド「2pips」
手数料「0円」
「東京市場仲値前08:00~10:00」の「始値」で「買い」



3）エグジット条件を選択します。
　 この解説書では、仮に
　 右の条件を入力しました。　　　

3.エグジット条件の選択
「タイミング指定」
エントリ―後、「3」営業日経過後の　　　　　　　　
「東京市場仲値前08:00~10:00」の「終値」で決済。

　チェックボックスに✔を付けるのを忘れずに！

→この設定で、10:00を決済時刻として指定する、という意味になります。        



4）ここまで出来上がると、検証が出来ますので、「検証開始」ボタンを押してみましょう。
　 画面右側、今まで何も表示されていなかったところに
　 検証結果が表示されます。

4.検証してみよう！



5）ここで、一度ロジックを保存してみましょう。
　 「ロジック追加」ボタンを押すとロジックが追加できます。
　 ロジックが追加されると、「設定条件」に設定した条件が表示され、
　 「ロジック再登録」「元に戻す」「ロジック解除」のボタンが表示されるようになります。

5.ロジックの保存



6）エントリー条件を選択します。
　 選択項目の中から、様々な条件を組み合わせ、
　 実際に運用できるロジックへと作り上げていきます。　　　

6.エントリー条件の選択①



6）エントリー条件を選択します。
　 この解説書では、仮に下記の条件を入力しました。　　

6.エントリー条件の選択②

「期日設定」
「東京市場休場日」の「当日」を「省く」

　チェックボックスに✔を付けるのを忘れずに！



6）条件を選択したら、「検証開始」ボタンを押して、検証結果を確認します。

6.エントリー条件の選択③

条件追加前よりも
グラフが綺麗に右肩上がりになり
利回り119.8%→249.6%
と、パフォーマンスがあがりました。



6.エントリー条件の選択④
6）さらにエントリー条件を選択します。
　 この解説書では、仮に
　 右の条件を入力しました。　　　

指定銘柄「USDJPY」
本日から過去「1」日前の「東京市場A09:00~14:45終
値のみ夏調整有」の「始値」が、本日の過去「1」日前
から「21」日間の「東京市場A09:00~14:45終値のみ
夏調整有」の「始値」移動平均より「+」「0」「%」
「超」乖離している。

　チェックボックスに✔を付けるのを忘れずに！

→この設定で、1日前の09:00価格と09:00価格の21日移動平均を比較する
　という意味になります。



6）条件を選択したら、「検証開始」ボタンを押して、検証結果を確認します。

6.エントリー条件の選択⑤

条件追加前よりも
グラフの凹みが大きくなり
利回り249.6%→220.7%
と、悪くなってしまいました。

この条件は、追加しなくても
よさそうです。



6）先ほど追加したエントリー条件のチェックをはずし、1つ前の状態に戻します。

6.エントリー条件の選択⑥



6）チェックをはずしたら、もう一度「検証開始ボタン」を押します。
　 グラフが元の状態に戻ったことを確認したら、「ロジック再登録」ボタンを押して
　 保存します。

6.エントリー条件の選択⑦



6）このようにして、様々な条件を組み合わせ、
　 都度、検証結果を確認しながら、実際に運用できるロジックへと作り上げていきます。 

6.エントリー条件の選択⑧



7）新しく追加したロジックは、画面上の「ロジック」ボタンから確認出来ます。
　 画面一番下にスクロールすると出てきます。
　 まだ稼働していないロジックは、グレーの背景で表示されます。

7.追加したロジックを確認する



8）口座設定の内容を確認します。
　　「口座設定」ボタンを押すと、口座設定画面になります。
　  フィリップ証券で取引される方の場合は、最初の設定のままで大丈夫です。
　　その他の口座をお使いの方は、口座にあわせて変更が必要になる場合があります。

8.口座設定①



8）この画面での設定をもとに
　  資金管理画面でのシミュレーションが計算されます。

8.口座設定②

①契約サイズ
1Lotという取引をした時に何万通貨の取引とするか、という設定

②証拠金計算方法
レバレッジ：取引ロット数(*1)×契約サイズ×最新の価格÷レバレッジ倍率
証拠金率：取引ロット数(*1)×契約サイズ×最新の価格×証拠金率
固定：取引ロット数(*1)×証拠金（固定値）
(*1) 資金管理画面、およびロジック検証画面で指定します

③レバレッジ
②で選んだ選択肢が「レバレッジ」を選択した場合、③の設定値を
レバレッジ倍率として証拠金が計算されます。

④証拠金率
②で選んだ選択肢が「証拠金率」を選択した場合、④の設定値を証拠金率として
証拠金が計算されます。

⑤証拠金（固定値）
②で選んだ選択肢がが「固定」を選択した場合、⑤の設定値を証拠金として
証拠金が計算されます。



9）資金管理のページでは、資金管理のシミュレーションが出来ます。
　 新しく追加したロジックは一番下にグレーの背景で表示されています。
　 「注文数量(Lot)」が「0」になっています。
　 ここに数量を入力して、新しいロジックを含めた資金管理のシミュレーションが出来ます。

9.資金管理①



9）①最低運用資金計算方法
　　 最大DDで計算：⑥「最大DD」の数値をもとに最低運用資金を計算
　　 最大リスクで計算：⑦「最大リスク」の数値をもとに最低運用資金を計算

9.資金管理②



9）②全体リスク設定
　　 ⑤「合計運用資金」に対する、①「最低運用資金計算方法」で設定した項目の数値の割合

9.資金管理③



9）③最低運用資金
　　 必要証拠金の金額　＋　①「最低運用資金計算方法」で設定した項目の数値
　 ④余裕資金
     ⑤「合計運用資金」　ー　①「最低運用資金計算方法」資金
   ⑤合計運用資金
   　①「最低運用資金計算方法」で設定した項目の数値　÷　②全体リスク設定（％） 
　　　　ただし、計算結果が③最低運用資金を下回る場合は、③最低運用資金とする

9.資金管理④



9）新しく追加した「ドル円」のロジックも含めた資金管理の
　 シミュレーションをしてみましょう。
   この解説書では、仮に下記の条件﻿を入力しました。

「最低運用資金計算方法」最大リスクで計算
「全体リスク設定」20.00%
ドル円ロジック「注文数量」0.1

　数値を入力したら、最後に「検証」ボタンを押します。

9.資金管理⑤



9）「検証」ボタンを押すと、新しく入力した数値での検証結果が表示されます。
　 「総合運用実績」を見比べると、検証前のデータよりも、利回りが低くなるなど
　　 パフォーマンスが悪くなっているのがわかります。
　　 注文数量の調整や、そもそもこのロジックは組み込まないなど
　　 検証結果の数値を見ながらポートフォリオを組んでいきます。

9.資金管理⑥



9）画面一番下の「トレード履歴をダウンロード(csv形式)」をクリックすると
　 全取引データをエクセルへ出力することが出来ます。

9.資金管理⑦



9）検証結果の確認をし、この資金管理の設定で運用を開始したい場合は、
　 「更新」ボタンを押して、この資金管理の設定を保存します。

9.資金管理⑧



9）「枚数クリア」ボタンを押すと、「注文数量」に入力していた数値が「0」に
　 「元に戻す」ボタンを押すと、検証前の資金管理データに戻ります。
　　※一度「更新」ボタンを押した場合は、直近で保存したデータの状態に戻ります。

9.資金管理⑨



10）ロジックが完成し、資金管理のシミュレーションが出来たら、
　 最後に「EA連携」ボタンを押すと、連携が完了です。
   新しいロジックも含めた、自動売買が開始されます。
　 ※自動売買は、別途ロジツク向けEAの設定が必要です。

10.EA連携


